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V334a XRISM 搭載 Xtend のフライト用 CCD の電荷転送非効率の調査
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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM は、軟Ｘ線反射鏡とＸ線 CCD カメラを組み合わせた軟Ｘ線撮像装置 Xtend を
搭載する。空乏層厚 200 µm の裏面照射型 P チャンネル CCD を 2 × 2 のモザイク状に配置することにより、
0.4–13 keV の帯域において 38 分角平方の広視野が達成される。CCD では、信号電荷の一部が電荷トラップに
捕獲され、再放出されないまま電荷転送が行われると、読み出される信号電荷が実際の量よりも低下してしまう。
信号電荷量の低下は CCD のエネルギー分解能に直結するため、1転送あたりに失う電荷量の割合として定義さ
れる電荷転送非効率 (CTI)が CCD 較正の重要項目となる。我々は Xtend のフライト用 CCD の地上較正試験
を行い、取得した高統計データで CCD の較正とCTIの調査を行った。その結果、フライト用 CCD には異なる
時定数を持つ電荷トラップが少なくとも 3種類存在し、捕獲する電荷量もそれぞれ異なることがわかった。また、
CTI は入射X線フラックスに依存し、電荷注入機能がその影響度合いを変えることがわかった。本講演では、こ
れら調査結果について報告する。


